
ぐ
の

が
共
同
苗
代
の

経
費
へ

の

補
助
と
堆
肥

舎
新
設
費
へ

の

補
助
で
、

一

九
一

四
年
は
半

減
し
た
が
、

水
田
関
係
農
事
改
良
へ

の

奨
励

費
の

比
重
は
、

依
然
と
し
て

高
い
。

水
田
苗

代
に
つ

い

て
は
、

早
く
か
ら
全
国
共
通
の

必

行
事
項
と
し
て

短
冊
苗
代
（
一

名
狭
苗
代
、

幅

を
三

尺
な
い

し
四
尺
と
し
約
一

尺
の

溝
を
添
え
た

長
方
形
の

苗
代
）
の

作
成
が
違
反
者
の

処
罰
と

い

う
強
制
措
置
を
と
も
な
っ

て

奨
励

さ

れ

た
。

一

九
一

四
年
の

中
郡
で

も
、

約
一

万
の

苗
代
の

う
ち
約
五

㌫
が
作
り
直
し
を
命
じ
ら

れ
、

約
一

㌫
余
が
罰
せ

ら
れ
て

い

る
（
表
三

－

五
五

）。

ま
た
、

共
同
苗
代
は
、

本
県
で
は

明
治
三

十
八
年
四
月
十
九
日

訓
令
第
一

一

号

「
共
同
苗
代
設
置
奨
励
ノ

件
」
に

よ
っ

て
、

「
苗
代
ノ

管
理
ヲ

容
易
ニ

シ

稲
ノ

種
類
ノ

統
一

ヲ

促
シ

害
虫
駆
除
ノ

便
利
ヲ

助
ク
ル

等
稲
作
ノ

改
良
発

達
上
ニ

至
大
ノ

功
益
ア

ル

モ

ノ

」
と
し
て

普
及
が
図
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

農
民
に

共
同
苗
代
組
合
を
結
成
さ
せ
、

こ

れ
に

補
助
金
を
交
付
す
る

も

の

で

あ
っ

た
。

中
郡
で
の

同
組
合
は
、

次
の

よ
う
な
規
約
の

下
に

作
ら
れ
て
い

る
。

表3－55　1914（大正3）年中郡苗代違反者と共同苗代数

注　『神奈川県中郡報』第2，15号より作成。なお違反者のうち拘留はない。
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一

　
本
組
合
ハ

水
稲
耕
作
上
ノ

経
費
ヲ

節
約
シ
、

良
好
ナ
ル

一

定
ノ

稲
苗
ヲ

作
ル

ヲ

目
的
ト
ス

二

　
本
組
合
ノ

苗
代
設
置
ニ

就
テ
ハ

、

郡
技
術
員
ノ

指
揮
ニ

従
ヒ
、

管
理
ハ

組
合
員
順
番
ニ

之
ニ

当
ル

モ

ノ

ト
ス

三
　
郡
農
会
ヨ

リ
受
ケ
タ
ル

補
助
金
ハ

、

本
組
合
基
本
財
産
ト
シ

テ
之
ヲ

蓄
積
ス

ル

モ

ノ

ト
ス

四
　
本
組
合
ノ

費
用
ハ

組
合
員
ノ

負
担
ト
シ
、

各
自
ノ

所
要
、

苗
代
面
積
ニ

ヨ

リ
、

惣
代
人
ニ

於
テ
之
ヲ

分
賦
徴
収
ス

ル

モ

ノ

ト
ス

こ

れ
に
よ
れ
ば
、

組
合
参
加
の

農
家
は
、

自
分
が
栽
培
す
る

水
稲
の

品
種
、

早
・

中
・

晩
生
の

配
分
等
に

大
き
な
制
約
を
う
け
る
こ

と
に

な
り
、

一

方
で
、

郡
農
会
か
ら
の

奨
励
金
も
自
由
に

使
用
で

き
ず
、

却
っ

て

組
合
か
ら
の

脱
退
が
難
し
く
な
る
。

こ

う
し
た
こ

と
か
ら
共
同
苗
代
の

普
及
は
、

中
郡
二

七
町
村
の

う
ち
一

一

か
村
に

止
ま
り
、

そ
の
一

一

か
村
も
、

一

大
字
の

う
ち
の

ご
く
一

部
で
こ

れ
を
実
施
し
て

い

る
に

す
ぎ
な
い
。

一

戸
が

一

箇
所
の

苗
代
を
作
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

右
一

一

か
村
の

う
ち
最
も
普
及
し
て

い

る
城
島
村
で

も
、

全
農
家
の
一

二

㌫
が
加
入
し
て

い

る
だ
け
で

あ

っ

た
。

前
述
の

よ
う
に
、

本
県
で

商
品
経
済
へ

の

対
応
を
図
る
農
事
改
良
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
日

露
戦
後
期
で

も
、

普
通
農
事
と
く
に

耕
地
整
理
・

苗
代
改
良
な
ど
水
田
関
係
農
事
改
良
の

比
重
は
高
い
。

こ

の

こ

と
は
、

畑
作
を
主
体
と
す
る
本
県
に

あ
っ

て

も
、

水
田
を
中
心
に

展
開
し
て
い

る
地

主
制
に
と
っ

て

有
効
な
政
策
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い

る
。

し
か
し
、

以
上
に

み
た
よ
う
に
、

そ
れ
は
実
際
に

は
、

わ
ず
か
な
効
果
し
か

あ
げ
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
。
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第
三
章
　
貿
易
・

金
融
の

発
展

第
一

節
　
条
約
改
正
と
横
浜
貿
易

一

　
条
約
改
正
と
商
権
回
復

横
浜
貿
易
の

発

展

日
清
戦
争
の

勝
利
を
ス

プ
リ
ン

グ
・

ボ
ー
ド
に
、

急
速
に

資
本
主
義
的
発
展
を
と
げ
た
日

本
は
、

日

露
戦
争
に

も
勝
利
し
て
、

世

界
の

帝
国
主
義
列
強
に

仲
間
入
り
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の

間
、

一

八
九
九
（
明
治
三

十
二

）
年
七
月
に
は
、

日

英
通

商
航
海

条
約
を
は
じ
め
と
す
る
改
正
条
約
が
実
施
さ
れ
、

治
外
法
権
は
撤
廃
さ
れ
、

関
税
自
主
権
も
い

ち
お
う
回
復
さ
れ
た
。

開
港
以
来
の

貿
易
を
規
制
し

て
い

た
、

居
留
地
と
協
定
関
税
と
い

う
二

つ

の

制
度
的
枠
組
が
と
り
は
ら
わ
れ
た
の

で

あ
る
。

ま
た
、

一

八
九
七
年
十
月
か
ら
は
、

銀
本
位
制
に

代

わ
っ

て

金
本
位
制
を
実
施
し
、

イ
ギ
リ
ス

を
軸
と
す
る
国
際
金
本
位
制
に
、

日

本
も
参
加
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

条
約
改
正
と
金
本
位
制
採
用
に

よ

っ

て
、

日
本
は
、

制
度
的
に

は
、

欧
米
先
進
諸
国
と
対
等
な
立
場
に
立
つ

に
い

た
っ

た
の

で

あ
る
。

治
外
法
権
の

撤
廃
は
、

一

方
で
は
、

偏
っ

た
領
事
裁
判
に
よ
る
日

本
側
に

不
利
な
商
事
紛
争
裁
決
な
ど
の

事
例
の

発
生
を
根
絶
し
、

商
権
回
復
を

促
進
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ

た
が
、

他
方
で

は
、

外
国
人
に
、

い

わ
ゆ
る
内
地
雑
居
を
認
め
、

国
内
の

商
業
活
動
を
自
由
化
し
た
こ

と
か
ら
、

国
内
経

済
に

対
す
る
外
国
資
本
の

影
響
力
が
拡
大
す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い

た
。

居
留
地
が
廃
止
さ
れ
、

外
国
商
人
は
、

日
本
の

法
秩
序
の

も
と
で
、

国
内
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ど
こ

に

お
い

て

も
自
由
に

活
動
で

き
る
こ

と
に

な
っ

た
。

し
か
し
、

実

際
に

は
、

す
で
に
、

四
〇
年
近
く
続
い

て

き
た
居
留
地
貿
易
は
、

居
留

地
と
い

う
枠
が
は
ず
さ
れ
て
も
、

大
き
く
変
化
す
る
こ

と
は
な
く
、

日

本
商
社
に

よ
る
直
貿
易
の

拡
大
と
い

う
方
向
で

外
国
商
館
の

貿
易
支
配

体
制
の

解
体
が
徐
々

に
進
行
し
た
の

で

あ
り
、

国
内
活
動
の

自
由
を
獲

得
し
た
外
国
商
館
の

国
内
流
通
へ

の

勢
力
拡
張
・

巻
返
し
と
い

う
よ
う

な
事
態
は
生
じ
な
か
っ

た
。

外
国
商
館
と
国
内
市
場
と
を
結
ぶ

流
通
体

制
、

と
く
に

売
込
商
体
制
の

強
力
な
存
在
が
、

外
国
商
館
の

国
内
進
出

を
お
さ
え
た
と
い

え
る
。

こ

の

時
期
の

横
浜
売
込
商
体
制
に

つ

い

て

は
、

の

ち
に
や
や
詳
し
く
み
る
こ

と
に

す
る
。

関
税
自
主
権
は
、

原
則
的
に

回
復
さ
れ
、

一

八
九
九
年
か
ら
「
関
税

定
率
法
」
が
施
行
さ
れ
る
に
い

た
っ

た
。

し
か
し
、

条
約
改
正

の

際

に
、

協
定
に

よ
っ

て

税
率
を
定
め
た
協
定
品
が
、

合
計
一

〇
四
品
目
に

わ
た
っ

て

存
在
し
た
の

で
、

自
主
的
な
国
定
税
率
の

適
用

範
囲
は

狭

く
、

実
質
的
に

は
、

な
お
関
税
自
主
権
は
、

部
分
的
に

回
復
さ
れ
た
に

と
ど
ま
っ

た
状
態
で

あ
っ

た
。

改
正
条
約
の

有
効
期
間
一

二

年
が
満
期

と
な
る
に

際
し
て

の

第
二

次
条
約
改
正
（
一

九
一

一

年
）
に

よ
っ

て
、

図3－4　横浜の貿易（1896－1911年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。『横浜市史』資料編2　104，131ページによる。
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協
定
税
品
目
は
削
減
さ
れ
、

関
税
自
主
権
は
、

ほ
ぼ
完
全
に

回

復
さ
れ
る
に
い

た
っ

た
。

関
税
自
主
権
の

回
復
は
、

産
業
政
策

の

手
段
と
し
て

関
税
率
を
操
作
す
る
こ

と
を
可
能
に

し
た
の

で

あ
り
、

一

九
〇
六
年
の

「
関
税
定
率
法
」
改
正
で

は
、

国
内
工

業
保
護
の

た
め
に

原
料
関
税
を
軽
減
し
て

製
品
関
税
を
引
き
上

げ
、

農
業
保
護
の

た
め
に

米
穀
関
税
を
設
け
る
と
い

う
方
針
が

と
ら
れ
て

い

る
。

産
業
政
策
と
し
て
の

関
税
政
策
の

展
開
は
、

貿
易
の

あ
り
方
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ

と
と
な
っ

た
。

条
約
改
正
と
金
本
位
制
採
用
の

時
期
か
ら
明
治
末
に
い

た
る

期
間
の

横
浜
貿
易
の

推
移
を
概
観
す
る
と
、

図
三
－

四
の

よ
う

に

な
る
。

輸
出
は
、

一

八
九
六
年
か
ら
一

九
一

一

年
の

間
に
三

・

七
倍
に
な
り
、

輸
入
は
同
じ
間
に
二
・

四
倍
と

な
っ

て

い

る
。

輸
出
は
、

一

九
〇
六
年
こ

ろ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
順
調
に

伸
長

し
て
い

る
が
、

そ
の

後
は
、

や
や
停
滞
す
る
傾
向
を
示
し
て
い

る
。

輸
入
は
、

一

八
九
八
年
ま
で

は
急
増
し
、

一

八
九
九
年
か

ら
一

九
〇
二

年
こ

ろ
ま
で
は
停
滞
的
で
、

そ
の

後
一

九
〇
五

年

ま
で

急
増
し
、

そ
の

後
は
、

再
び
停
滞
す
る
動
き
を
示
し
て

い

図3－5　全国貿易と横浜（1896－1911年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。貿易額は，輸出額と輸入額の合計。横浜の割合は，全国

貿易額に対する横浜貿易額の百分比。『横浜市史』資料編2　40，60，104，131ページによ

る。
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る
。全

国
貿
易
は
、

同
じ
期
間
に

図
三
－

五
の

よ
う
に

推
移
し
て
い

る
が
、

増
減
傾
向
は
、

横
浜
の

輸
入
額
の

動
き
と
同
様
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

日

清
戦
争
後
の

好
況
が
、

一

八
九
七
－
九
八
年
の
一

時
的
景
気
後
退
で

沈
静
化
し
、

一

九
〇
〇
－
〇
一

年
に
は
恐
慌
が
発
生
す
る
と
い

う

景
気
変

動

が
、

貿
易
面
で
は
、

一

八
九
六
－
九
八
年
の

貿
易
額
増
加
と
そ
の

後
一

九
〇
二

年
ま
で

の

停
滞
と
し
て

あ
ら
わ
れ
て

く
る
。

そ
の

の

ち
、

日

露
戦
争

に
か
け
て
の

時
期
に

は
、

景
気
回
復
過
程
に
、

戦
時
輸
入
増
が
加
わ
っ

て
、

貿
易
は
急
増
す
る
が
、

一

九
〇
七
年
の

世
界
恐
慌
を
き
っ

か
け
に
、

一

九
〇
八
年
に
は
日
露
戦
後
恐
慌
が
発
生
し
て
、

以
後
、

不
況
が
慢
性
化
し
た
か
た
ち
と
な
り
、

貿
易
額
も
、

停
滞
傾
向
を
示
す
の

で

あ
る
。

横
浜
貿
易
は
、

輸
出
で

は
生
糸
類
の

割
合
が
特
に

大
き
い

た
め
に
、

そ
の

主
輸
出
先
で

あ
る
ア

メ
リ
カ
の

景
気
・

経
済
動
向
に

応
じ
て

輸
出
額
変

動
が
生
ず
る
傾
向
が
あ
る
の

で
、

横
浜
輸
出
動
向
は
、

日
本
国
内
の

景
気
変
動
を
反
映
し
な
い

場
合
が
多
く
、

む
し
ろ
、

横
浜
輸
出
の

変
動
が
、

国

内
景
気
の

動
向
を
左
右
す
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。

こ

れ
に
た
い

し
て
、

横
浜
輸
入
は
、

国
内
景
気
動
向
を
事
後
的
に
反
映
し
て

変
動
す
る
場
合
が
多

い

と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

横
浜
貿
易
の

構
成
に
つ

い

て
は
、

の

ち
に

検
討
す
る
こ

と
と
し
て
、

つ

ぎ
に
、

横
浜
貿
易
を
さ
さ
え
た
売
込
商
体
制
を

中
心
に
、

横
浜
に

お
け
る
貿
易
活
動
の

特
徴
を
み
て
お
こ

う
。

生
糸
売
込
商

の

活

動

横
浜
の

代
表
的
輸
出
品
で

あ
る
生
糸
を
取
り
扱
う
生
糸
売
込
商
に
つ

い

て

は
、

す
で

に

本
書
第
一

・

二

編
で

述
べ

て

き
た
が
、

こ

こ

で

は
、

明
治
三

十
年
（
一

八
九
七

）
代
の

生
糸
売
込
商
の

活
動
を
、

同
時
代
人
の

観
察
資
料
に

よ
り
な
が
ら
み
て
み
よ
う
。

横
浜
生
糸
売
込
商
は
、

地
方
荷
主
（
製
糸
家
ま
た
は
地
方
生
糸
問
屋

）
と
横
浜
輸
出
商
（
外
国
商
館
ま
た
は
日

本
直
輸
出
商
社

）
の

間
の

流
通
を
媒
介
す

る
商
人
で

あ
り
、

開
港
直
後
か
ら
登
場
し
、

次
第
に
、

問
屋
金
融
を
含
む
問
屋
機
能
を
充
実
さ
せ
て
、

生
糸
輸
出
の

拡
大
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す

存
在
と
な
っ

た
。

横
浜
生
糸
売
込
商
の
、

問
屋
と
し
て

完
成
さ
れ
た
活
動
ぶ

り
を
、

明
治
三

十
三
、

四
年
の

東
京
高
商
（
現
在
の
一

橋
大
学

）
学
生
の

報
告
書
（『
資
料
編

』16

近
代
・

現
代
（6）
五
三
二
、

『
資
料
編

』18

近
代
・

現
代
（8）
一

八

・

一

九

）
を
中
心
に
み
る
と
、

お
お
よ
そ

次
の

よ
う
で

あ
る
。
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生
糸
売
込
商
は
、

地
方
荷
主
か
ら
委
託
さ
れ
た
生
糸
を
、

輸
出
商
に

売
り
込
む
業
務
を
お
こ

な
う
の

が
本
筋
で

あ
り
、

自
己
の

思
惑
で

生
糸
を
買

い

取
る
こ

と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

生
糸
売
込
商
は
、

顧
客
で

あ
る
地
方
荷
主
に

対
し
て
、

原
料
繭
の

購
入
資
金
の
一

部
を
前
貸
し
す
る
前
貸
金
融
を

お
こ

な
う
。

地
方
製
糸
家
が
、

製
造
生
糸
の

売
込
委
託
を
予
約
す
る
場
合
に
、

問
屋
が
購
繭
資
金
を
供
給
す
る
も
の

で
、

製
糸
家
は
約
束
手
形
を
振

り
出
し
、

問
屋
は
、

そ
れ
に

裏
書
き
し
て
横
浜
市
中
銀
行
で

割
り
引
い

て
も
ら
っ

て

前
貸
資
金
を
調
達
す
る
の

が
普
通
で

あ
っ

た
。

製
糸
家
は
、

こ

の

原
資
金
で

繭
を
購
入
し
、

さ
ら
に

そ
の

繭
を
担
保
に
地
方
銀
行
よ
り
資
金
を
借
り
入
れ
て

繭
を
購
入
す
る
と
い

う
か
た
ち
で
、

必
要
量
の

原
料
繭

を
確
保
し
た
。

こ

の

前
貸
金
融
は
、

生
糸
売
込
問
屋
の

荷
主
獲
得
競
争
の

な
か
か
ら
、

明
治
二

十
年
代
に
発
生
し
た
も
の

で

あ
っ

た
が
、

製
糸
家
の

原
料
繭
資
金
の

安
定
供
給
に
よ
っ

て
、

輸
出
生
糸
の

生
産
拡
大
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

製
糸
家
は
、

製
出
し
た
生
糸
を
生
糸
売
込
商
に

送
る
が
、

普
通
は
、

荷
為
替
を
取
り
組
む
。

つ

ま
り
、

製
糸
家
は
生
糸
を
運
送
会
社
に

託
し
た
の

ち
、

保
険
付
貨
物
受
取
証
と
と
も
に
、

生
糸
売
込
商
あ
て
の

為
替
手
形
を
地
方
銀
行
に

持
参
し
て

荷
為
替
の

取
組
み
を
依
頼
す
る
。

生
糸
売
込
商
が

為
替
手
形
を
引
き
受
け
れ
ば
、

地
方
銀
行
は
、

為
替
手
形
を
割
り
引
い

て
、

製
糸
家
に

手
形
金
額
か
ら
割
引
料
（
利
子

）
を
差
し

引
い

た

金
額
を
支

払
う
。

生
糸
売
込
商
は
、

為
替
手
形
の

期
日
に
、

横
浜
の

市
中
銀
行
に

手
形
金
額
を
支
払
っ

て
、

銀
行
の

倉
庫
に

到
着
し
て

い

る
生
糸
を

受
け

取

る
。

こ

の

場
合
に
、

生
糸
売
込
商
は
、

委
託
さ
れ
た
生
糸
を
担
保
に
し
て

約
束
手
形
を
振
り
出
し
、

そ
れ
を
横
浜
の

市
中
銀
行
で

割
り
引
い

て

も
ら

っ

て

支
払
い

に

充
当
す
る
こ

と
も
多
い
。

生
糸
売
込
商
は
、

製
糸
家
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
生
糸
を
、

外
国
商
館
や
日
本
輸
出
商
社
に

売
り
込
む
。

見
本
に

よ
っ

て

仮
契
約
が
成
立
す
る
と
、

全
量
が
商
館
・

商
社
の

倉
庫
に

搬
入
さ
れ
、

品
質
検
査
（
拝
見
）・
計
量
（
看
貫
）
の

の

ち
に
、

代
金
が
支
払
わ
れ
る
。

外
国
商
館
の

専
横
に

対
す
る

横
浜
生
糸
売
込
商
の

「
商
権
回
復
」
を
ス

ロ

ー
ガ
ン

と
し
た
対
抗
努
力
は
、

こ

の

生
糸
売
込
み
に

際
し
て
の

取
引
慣
行
を
お
お
む
ね
正
常
化
す
る
こ

と
に

成
功
し
て
い

た
。

第
二

編
で

述
べ

た
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
の

連
合
生
糸
荷
預
所
事
件
の

の

ち
も
、

「
商
権
回
復
」運
動
は
続
け
ら
れ
（『
横
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浜
市
史
』
第
四
巻
下

四
五
五
ペ

ー
ジ

以
下
を
参
照

）、

一

九
〇
〇
（
明
治
三

十
三

）
年
に
「
横
浜
生
糸
貿
易
規
則
」
が
設
け
ら
れ
て
、

生
糸
取
引
の

正
常

な
ル

ー
ル

が
確
立
さ
れ
た
。

条
約
改
正
に

よ
っ

て
、

一

九
〇
〇
年
か
ら
外
国
人
に
も
「
度
量
衡
法
」（
一

八
九
一

年
公
布
、

一

八
九
三

年
施
行
）
が
適
用
さ
れ
る

こ

と

と

な
っ

た

が
、

生
糸
の

看
貫
に

使
用
す
る
新
し
い

衡
器
を
め
ぐ
っ

て
、

生
糸
売
込
商
と
外
国
商
館
の

間
で

対
立
が
起
こ
っ

た
。

そ
れ
を
き
っ

か
け
に
、

取
引
慣

行
の

是
正
交
渉
が
お
こ

な
わ
れ
た
結
果
、

「
横
浜
生
糸
貿
易
規
則
」
が
、

内
外
商
の

合
意
事
項
と
し
て

定
め
ら
れ
た
。

従
来
の

ポ
ン

ド

単
位
の

衡
器

を
和
斤
単
位
の

衡
器
に

変
更
す
る
に

あ
た
っ

て
、

日

本
側
は
、

八
分
の
一

目
盛
（
最
小
目
盛
が
〇
・

一

二

五
斤
）
の

も
の

の

使
用
を
主
張
し
た

が
、

外

商
側
は
、

四
分
の
一

目
盛
（
最
小
目
盛
が
〇
・

二

五
斤
）
の

も
の

を
主
張
し
た
。

看
貫
で
は
、

最
小
目
盛
以
下
は
切
り
捨
て

る

慣
例
に

な
っ

て
い

た
か

ら
、

買
い

手
に
は
粗
い

目
盛
、

売
り
手
に

は
細
か
い

目
盛
の

衡
器
が
都
合
よ
か
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

折
衝
の

結
果
、

日

本
側
は
、

衡
器
に
つ

い

て
は

妥
協
し
て
、

四
分
の
一

目
盛
の

も
の

を
使
用
す
る
こ

と
を
認
め
た
が
、

い

く
つ

か
の

不
当
な
取
引
慣
行
を
廃
止
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

生
糸
を
秤
量
す
る
際
に

用
い

る
木
綿
袋
は
、

六
〇
匁
ほ
ど
の

重
量
で

あ
っ

た
が
、

慣
行
で
は
、

九
〇
匁
な
い

し
一

二

〇
匁
を
風
袋
料
と
し
て

差
引

秤
量
す
る
こ

と
と
な
っ

て

い

た
。

こ

れ
を
、

正
量
で

秤
量
す
る
よ
う
改
め
さ
せ
た
の

が
第
一

の

是
正
事
項
で

あ
っ

た
。

第
二

に
、

品
質
検
査
の

た
め

に

抜
き
取
っ

た
生
糸
は
、

外
国
商
館
の

取
得
物
と
さ
れ
、

ま
た
、

見
本
品
・

参
考
品
と
し
て

若
干
（
二

梱
に
つ

い

て
一

本
）
の

生
糸
を
無
償
で

提
供
す

る
慣
行
が
あ
っ

た
の

を
改
め
、

検
査
生
糸
は
売
り
主
に

返
還
し
、

見
本
品
は
有
償
と
す
る
こ

と
を
規
定
し
た
。

そ
の

ほ
か
、

生
糸
荷
造
り
に

用
い

ら

れ
る
結
束
糸
（
括
糸
）
・

帯
紙
の

重
量
の

評
定
方
法
を
改
正
し
た
り
、

看
貫
に

籠
を
用
い

る
場
合
に

は
売
り
主
が
自
由
に
籠
を
検
査

し
不
正
を

防
止

す
る
な
ど
の

事
項
が
規
定
さ
れ
た
。

「
横
浜
生
糸
貿
易
規
則
」
で
は
、

必
要
に

応
じ
て
、

生
糸
の

正
量
を
定
め
る
た
め
に
生
糸
検
査
所
の

水
分
検
査
を
受
け
る
こ

と
と
し
た
。

生
糸
の

含
有
水
分
の

多
少
は
、

取
引
生
糸
の

重
量
確
定
の

際
に

常
に

考
慮
さ
れ
る
点
で

あ
り
、

外
商
は
、

生
糸
無
水
量
に

規
定
水
分
量
（
一

一

㌫
）
を
加
え
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た
正
量
に

よ
る
取
引
を
主
張
し
た
が
、

日
本
側
は
、

正
量
取
引
の

即
時
実
施
に

は
検
査
体
制
な
ど
に
問
題
が
あ
る
と
し
て

反
対
し
た
。

結
局
、

正
量

取
引
は
実
施
せ
ず
、

従
来
通
り
原
量
取
引
と
す
る
が
、

水
分
量
が
多
い

と
買
い

手
が
判
断
し
た
場
合
に

は
、

生
糸
検
査
所
の

水
分
検
査
を
受
け
、

正

量
と
原
量
の

差
が
原
量
の

二

㌫
を
こ

え
る
数
値
と
な
っ

た
な
ら
、

買
い

手
は
弁
償
を
請
求
で

き
る
こ

と
と
取
り
決
め
ら
れ
た
。

生
糸
検
査
所
は
、

そ
の

必
要
性
が
早
く
か
ら
唱
え
ら
れ
て
い

た
が
、

よ
う
や
く
一

八
九
五

年
に
「
生
糸
検
査
所
法
」
が
公
布
さ
れ
、

翌
年
、

横
浜
と
神
戸
に

新
設
さ
れ
た
（
神
戸
検
査

所
は
一

九
〇
一

年
に

廃
止
さ
れ
た

）
。

横
浜
生
糸
検
査
所
は
、

生
糸
の

委
託
検
査
を
無
料
で
お

こ

な
う
業
務
を
開
始
し
、

と
く
に
、

一

九
〇
〇
年
に
「
横
浜
生
糸
貿
易
規
則
」
が
つ

く
ら
れ

て

か
ら
は
、

活
発
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

生
糸
取
引
の

前
提
と
な
る
品
質
・

重
量

の

評
定
が
、

不
当
な
慣
行
の

是
正
と
生
糸
検
査
所
の

活
用
に
よ
っ

て
、

次
第
に

合
理
的
に
お

こ

な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
こ

と
は
、

生
糸
輸
出
の

促
進
に
つ

な
が
っ

た
と
い

え
る
。

「
横
浜
生
糸
貿
易
規
則
」
の

制
定
交
渉
の

な
か
で
、

外
商
側
は
、

生
糸
の

代
金
支
払
を
、

拝
見
後
一

四
日
以
内
に

す
る
と
い

う
二

週
間
延
払
い

制
を
提
案
し
た
。

こ

れ
に

た
い

し
て
、

日
本
側
は
、

強
く
反
対
し
、

従
来
通
り
、

拝
見
後
三

日
以
内
と
い

う
現
金
決
済
制
を
、

そ
の

ま
ま
続
け
さ
せ
る
こ

と
に

成
功
し
た
。

問
屋
レ

ベ

ル

の

取
引
が
、

延
払
い

や
手
形
に
よ
ら
ず

に
、

即
時
現
金
で

決
済
さ
れ
る
と
い

う
事
例
は
、

国
際
的
に
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の

商
慣
習
の

う
ち
で

も
か
な
り
異
例
に

属
す
る
も
の

で

あ
り
、

こ

れ
は
、

売
り
手
側
に
と
っ

て

き
わ
め
て

生糸検査所 『横浜商業会議所月報』より
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好
都
合
な
慣
行
で

あ
っ

た
。

生
糸
売
込
商
は
、

売
掛
金
の

こ

げ
つ

き
、

手
形
の

不
渡
り
な
ど
の

リ
ス

ク
を
負
担
す
る
必
要
が
な
く
、

短
期
間
に

取
引

を
完
了
す
る
こ

と
が
で

き
る
。

こ

の

た
め
に
、

生
糸
売
込
商
は
、

容
易
に
生
糸
荷
為
替
を
引
き
受
け
、

為
替
金
支
払
か
ら
売
込
み
ま
で

の

期
間
の

金

融
（
荷
為
替
立
替
払
）
を
分

担
す
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
り
、

し
た
が
っ

て
、

製
糸
家
も
、

生
糸
代
金
を
短
期
間
に
手
に

す
る
こ

と
が
で

き
、

効

率
よ
く
資
金
を
回
転
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
わ
け
で

あ
る
。

購
繭
原
資
金
の

前
貸
し
か
ら
代
金
決
済
に
い

た
る
ま
で

の

生
糸
売
込
商
の

活
動
は
、

生
糸
輸
出
の

拡
大
を
さ
さ
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

生
糸
直
輸
出

の

拡

大

生
糸
輸
出
の

拡
大
を
促
進
し
た
要
因
と
し
て
は
、

日

本
商
社
に

よ
る
積
極
的
な
輸
出
活
動
、

い

わ
ゆ
る
直
輸
出
の

発
展
を
あ
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

横
浜
で

生
糸
を
取
り
扱
う
日

本
商
社
の

お
も
な
も
の

は
、

生
糸
合
名
会
社
・

三

井
物
産
会
社
・

同
伸
会
社
・

原
輸
出
店
の

四
社
で

あ
り
、

生
糸
を
扱
う
外
国
商
館
約
二

〇
社
と
な
ら
ん
で
、

生
糸
輸
出
活
動
を
展
開
し
た
。

日
本
商
社
（
内
商
）
と
外
国
商
館
（
外

商
）
の

輸
出
生
糸
取
扱
高
の

推
移
を
み
る
と
、

図
三
－

六
の

と
お
り
で

あ
る
。

日
本
商
社
取
扱
高
は
、

一

八
九
七
年
で

約
一

万
俵
、

全
輸
出
高
の

約
一

七
㌫
で

あ
っ

た
が
、

五

年
後
の
一

九
〇
二

年
に
は
約
二

万
俵
二

四
㌫
に
増

え
、

一

九
〇
六
年
に

約
三

万
俵
三

九
㌫
に

達
し
た
の

ち
、

急
激
に

伸
長
し
た
。

そ
し
て
、

一

九
一

二

年
に

は
、

九
万
俵
を
こ

え
て
、

外
国
商
館
取
扱

高
を
追
い

越
し
、

全
輸
出
高
の

五
三

㌫
が
直
輸
出
に

よ
る
も
の

と
な
っ

た
。

一

八
九
七
年
と
一

九
一

二

年
の

数
値
を
く
ら
べ

る
と
、

輸
出
高
増
加
分

は
約
一

〇
万
七
〇
〇
〇
俵
で

あ
る
が
、

そ
の

う
ち
日

本
商
社
取
扱
高
の

増
加
分
は
約
八
万
俵
で
、

日

本
商
社
の

輸
出
拡
大
寄
与
率
は
約
七
五

㌫
と
い

う
大
き
な
数
値
に

な
る
。

輸
出
生
糸
の

仕
向
地
を
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

と
ア

メ

リ
カ
に

区
分
し
て

み
る
と
、

日

本
商
社
の

取
扱
生
糸
の

大
部
分
は
ア

メ
リ
カ

向
け
で

あ
る
。

ア

メ
リ
カ

向
け
生
糸
の

取
扱
高
に

限
っ

て

み
る
と
、

一

九
〇
六
年
に
、

日
本
商
社
取
扱
高
が
外
国
商
社
取
扱
高
を
追
い

越
し
、

一

九

〇
七
年
以
降
は
、

日

本
商
社
の

取
扱
分
が
六
〇
㌫
以
上
を
占
め
て
い

る
。

日
本
商
社
は
、

ア

メ

リ
カ
向
け
生
糸
を
中
心
に
、

直
輸
出
を
拡
大
さ
せ
、
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い

わ
ゆ
る
商
権
の

回
復
を
実
現
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

日
本
商
社
の

な
か
で

は
、

一

九
〇
六
年
こ

ろ
ま
で

は
生
糸
合
名
会
社
が
取
扱

高
第
一

位
に

あ
っ

た
が
、

以
後
は
、

三

井
物
産
会
社
が
第
一

位
と
な
っ

た（
『
横

浜
市
史
』
第
四
巻
上
一

五
六
・

一

五
七
ペ

ー
ジ
、

第
六
四
表
参
照

）。

三

井
物
産
会
社

の

取
扱
高
は
、

明
治
末
期
（
一

九
一

〇
－
一

二

年
平
均
）
で

日

本
商
社
取
扱
高
の

約
五
二

㌫
、

全
輸
出
高
の

約
二

六
㌫
を
占
め
て
い

る
。

同
じ
時
期
に
、

外
国
商

館
の

な
か
の

取
扱
高
第
一

位
の
シ

ー
ベ

ル

＝

ヘ

グ
ナ
ー

商
会
は
、

全
輸
出
高
の

約
一

一

㌫
を
占
め
る

程
度
で

あ
っ

た
か
ら
（
同
上
書
、

第
六
〇
表

）、

三

井
物
産

会
社
は
、

日

本
か
ら
の

生
糸
輸
出
の

最
大
手
商
社
で

あ
っ

た
。

日

本
商
社
は
、

輸
出
生
糸
の
一

部
を
、

直
接
に

製
糸
家
か
ら
買
い

入
れ
る
場

合
も
あ
っ

た
が
、

多
く
は
、

外
国
商
館
と
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
、

横
浜
生
糸
売

込
商
か
ら
買
い

付
け
て
い

た
。

日

本
商
社
に

よ
る
生
糸
輸
出
の

拡
大
も
、

い

わ

ゆ
る
売
込
商
体
制
の

う
え
に

の
っ

て

進
め
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

明
治
初
期
か
ら
の

懸
案
で

あ
っ

た
直
輸
出
は
、

こ

の

よ
う
に

し
て
、

明
治
後

期
に

は
大
き
な
割
合
を
占
め
る
に
い

た
っ

た
。

こ

の

間
、

政
府
の

直
輸
出
奨
励

政
策
と
し
て
、

「
生
糸
直
輸
出
奨
励
法
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、

短
期
間
で

廃
止

さ
れ
る
と
い

う
一

幕
が
あ
っ

た
。

生
糸
直
輸
出
奨
励
策
の

立
法
化
は
、

蚕
糸
業

図3－6　内外商別・地域別生糸輸出高（1896－1913年）

注　『横浜市史』第4巻上122ページ第57表によって作成。原資料は原合名「生糸貿易概況」。
1903－1906年は，各年7月から翌年6月までの生糸年度の数値。
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関
係
者
の

宿
願
で

あ
り
、

一

八
九
三

年
の

第
三

帝
国
議
会
か
ら
毎
年
衆
議
院
に

提
出
さ
れ
て

い

た
。

そ
し
て
、

一

八
九
七
年
の

第
十
帝
国
議
会
で

政
府
提
案
の

「
生
糸
直
輸
出
奨
励
法
」

が
成
立
し
、

翌
九
八
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
（
以
下
、

『
商
工
政
策
史
』
第
五

巻
三
三

八
－
三

五
五
ペ

ー
ジ
に

よ
る

）。

こ

の

法
律
は
、

国
産
生
糸
で

検
査
に

合
格
し
た
も
の

を

輸
出
し
た
日

本
商
人
・

日

本
商
社
に

対
し
て
、

奨
励
金
を
交
付
す
る

旨
を
定
め
て

い

た
。

と

こ

ろ
が
、

実
施
間
近
い

改
正
条
約
の

な
か
に

は
、

奨
励
金
等
で

は
条
約
締
結
国
民
は
相
互
に

平
等
に

扱
わ
れ
る
と
の

条
項
が
あ
っ

た
。

し
た
が
っ

て
、

新
条
約
実
施
後
に
は
、

「
直
輸
出

奨
励
法
」
は
、

廃
止
さ
れ
る
か
、

一

般
的
な
生
糸
輸
出
奨
励
措
置
に

改
正
さ
れ
る
か
の

い

ず

れ
か
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

わ
け
で
、

は
じ
め
か
ら
、

き
わ
め
て

短
期
的
な
立
法
の

性
格
を

持
っ

て
い

た
。

こ

の

こ

と
は
、

議
会
の

審
議
過
程
で

も
問
題
と
さ
れ
た
が
、

政
府
は
、

短
期

間
で

も
必
要
な
措
置
で

あ
る
と
主
張
し
て

議
会
を
通
過
さ
せ
た
の

で

あ
っ

た
。

「
生
糸
直
輸
出
奨
励
法
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、

諸
外
国
は
、

た
と
え
短
期
間
で

あ
っ

て

も
、

輸
出
奨
励
金
に

よ
っ

て

在
日

外
国
商
の

商
権
が
お
び
や
か
さ
れ
る
し
、

ま
た
、

生
糸
生

産
国
は
競
争
上
不
利
に

な
る
と
い

う
観
点
か
ら
、

こ

れ
に

強
く
反
発
し
た
。

と
く
に
、

新
日

仏
条
約
の

批
准
を

議
会
審
議
中
で

あ
っ

た

フ

ラ

ン

ス

で

は
、

「
生
糸
直
輸
出
奨
励
法
」
に

対

す
る
反
発
が
、

新
条
約
批
准
反
対
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
も
で

て

き
た
。

政
府
は
、

諸
外
国
の

反
発
に

対
し
て
、

外
商
排
除
の

意
図
は
な
く
輸
出
生
糸

の

品
質
向
上
の

た
め
の

措
置
で
、

新
条
約
発
効
後
は
外
商
に

も
奨
励
金
を
交
付
す
る
と
陳
弁
に
つ

と
め
た
。

し
か
し
、

フ

ラ
ン

ス

と
の

新
条
約
締
結

三井物産合名会社横浜支店 『横浜商業会議所月報』より
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が
危
惧
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、

政
府
は
、

つ

い

に
、

「
生
糸
直
輸
出
奨
励
法
」
の

廃
止
を
内
密
に

約
束
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

廃
止
の

内
約
で

諸
外
国
の

反
発
を
な
だ
め
た
政
府
は
、

一

八
九
七
（
明
治
三

十
）
年
十
二

月
の

第
十
一

帝
国
議
会
に

廃
止
法
案
を
提
案
し

よ

う
と

し
た
が
、

開
会
直
後
の

内
閣
不
信
任
案
提
出
で

議
会
解
散
と
な
り
、

廃
止
法
は
制
定
で

き
な
く
な
っ

た
。

政
府
は
、

対
外
内
約
の

手
前
か
ら
「
生
糸

直
輸
出
奨
励
法
」
の

施
行
関
係
の

勅
令
を
制
定
し
な
い

こ

と
で

事
態
を
乗
り
切
る
緊
急
方
策
も
検
討
し
た
が
、

法
制
上
は
実
行
困
難
で
、

結
局
、

一

八
九
八
年
四
月
か
ら
、

同
法
は
施
行
さ
れ
る
に
い

た
っ

た
。

そ
し
て
、

同
年
五

月
の

第
十
二

帝
国
議
会
で

廃
止
法
案
が
成
立
し
、

「
生
糸
直
輸
出
奨

励
法
」
は
、

五

六
日

間
施
行
さ
れ
た
だ
け
で

廃
止
と
な
っ

た
。

五

六
日
の

施
行
期
間
中
、

約
四
万
斤
の

生
糸
が
、

同
法
の

検
査
対
象
と
な
っ

た
が
、

奨
励
金
の

交
付
基
準
に

達
し
て

合
格
し
た
の

は
約
一

万
斤
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

検
査
対
象
量
も
過
少
で

あ
り
、

合
格
量
も
著
し
く
少
な
い

と
こ

ろ
か
ら
、

同
法
は
法
的
に
は
施
行
さ
れ
た
と
は
い

え
、

行
政
的
に

施
行
効
果
を
極
小
に

す
る
政
策
的
配
慮
が
払
わ
れ
た
の

で

は
な
い

か
と
の

疑
問
が
残
る
。

「
生
糸
直
輸
出
奨
励
法
」
は
、

後
進
資
本
主
義
国
の

経

済

政
策
展
開
の

限
界
を
示
す
典
型
例
で

あ
る
と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

直
輸
出
に

限
ら
ず
生
糸
輸
出
一

般
に

対
し
て

促
進
要
因
と
な
っ

た
政
策
と
し
て
、

生
糸
輸
出
関
税
の

廃
止
が
あ
る
。

政
府
は
、

産
業
政
策
上
の

配

慮
か
ら
、

綿
糸
な
ど
の

輸
出
税
を
順
次
廃
止
す
る
措
置
を
と
っ

て

き
た
が
、

生
糸
輸
出
税
な
ど
は
、

財
政
収
入
を
得
る
目
的
で

存
続
さ
せ

て

い

た
。

生
糸
輸
出
税
廃
止
は
、

早
く
か
ら
蚕
糸
業
関
係
者
か
ら
要
望
さ
れ
て

お
り
、

一

八
九
六
年
十
二

月
に

は
、

横
浜
商
業
会
議
所
が
、

生
糸
・

製
茶
・

海

産
物
な
ど
残
さ
れ
た
輸
出
税
賦
課
を
全
廃
す
る
建
議
（『
資
料
編

』18

近
代
・

現
代
（8）
三
七

）
を
政
府
に

提
出
し
た
。

政
府
も
、

す
で

に
、

輸
出
税
廃
止

の

方
針
を
と
っ

て
お
り
、

新
条
約
実
施
を
機
会
に
、

一

八
九
九
（
明
治
三

十
二

）
年
七
月
か
ら
、

残
る
輸
出
税
を
全
廃
す
る
こ

と
と

し

た
。

生

糸
・

製
茶
・

海
産
物
・

銅
な
ど
の

横
浜
主
要
輸
出
品
の

輸
出
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
は
、

横
浜
輸
出
を
拡
大
さ
せ
る
ひ
と
つ

の

要
因
と
し
て

は
た
ら
い

た

の

で

あ
る
。
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製
茶
売
込
商
と

陶
磁
器
売
込
商

生
糸
の

ほ
か
の

輸
出
品
取
引
で

も
、

売
込
商
の

活
動
が
み
ら
れ
る
が
、

商
品
に
よ
っ

て

そ
の

実
態
に

は
か
な
り
の

相
異

が

あ

る
。

生
糸
に

次
ぐ
重
要
輸
出
品
と
な
っ

た
絹
織
物
の

場
合
に

は
、

生
糸
と
ち
が
っ

て
、

外
国
商
館
が
、

直
接
に

生
産
地
で

買
い

付
け
る
形
態
も
発
達
し
、

や
が
て
、

日

本
商
社
の

直
輸
出
が
拡
大
す
る
と
、

日
本
輸
出
商
社
に

よ
る
生
産
地
直
接
買
付
け
が
大
き
く
な
っ

た
。

そ
こ

で
、

横
浜
の

絹
物
売
込
商
は
、

次
第
に

活
動
範
囲
を
せ
ば
め
ら
れ
る
こ

と
に

な
り
、

輸
出
商
に

対
す
る
立
場
も
弱
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
わ
け

で

あ
る
（
絹
織
物
輸
出
機
構
に
つ

い

て
は
、

『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
上

三

五
七
ペ

ー
ジ

以
下
を
参
照

）。

初
期
貿
易
に

お
い

て

生
糸
に

次
ぐ
重
要
商
品
で

あ
っ

た
製
茶
の

場
合
に

は
、

か
な
り
生
糸
と
似
た
か
た
ち
の

売
込
商
活
動
が
み
ら
れ
る
。

製
茶
売

込
商
の

活
動
ぶ

り
を
、

明
治
三

十
三

年
の

東
京
高
商
学
生
の

報
告
書
（『
資
料
編
』18

近
代
・

現
代
（8）
二

〇

）
で
み
て

み
よ
う
。

製
茶
の

場
合
も
、

外
国

商
館
に

よ
る
産
地
直
買
は
な
く
、

売
込
商
が
、

産
地
の

製
茶
問
屋
が
仲
買
人
・

摺
売
商
を
通
し
て

集
荷
し
た
製
茶
を
、

外
商
に

売
り
込
ん
だ
。

売
込

み
の

手
順
は
、

（一）
見
本
品
に

よ
っ

て

外
商
と
口

頭
契
約
が
結
ば
れ
、

（二）
外
商
倉
庫
に

現
品
が
搬
入
さ
れ
、

（三）
拝
見
場
で

抜
取
検
査
が
お
こ

な
わ
れ
、

（四）
合
格
す
れ
ば
看
貫
場
で

計
量
が
お
こ

な
わ
れ
、

（五）
三

日

以
内
に

代
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い

う
も
の

で
、

生
糸
売
込
み
と
同
様
で

あ
っ

た
。

看
貫
料

と
し
て
一

〇
〇
〇
斤
に
つ

い

て
五

〇
銭
程
度
が
徴
収
さ
れ
る
慣
行
も
、

初
期
貿
易
以
来
の

悪
習
と
さ
れ
な
が
ら
続
い

て
い

た
。

製
茶
売
込
商
は
、

地
方
問
屋
か
ら
の

送
り
荷
を
、

そ
の

ま
ま
外
商
に

売
り
継
ぐ
の

で
は
な
く
、

組
合
せ

と
い

う
作
業
を
お
こ

な
う
点
で
、

生
糸
売

込
商
と
や
や
ち
が
う
活
動
を
す
る
。

外
商
に

売
り
込
む
単
位
量
が
大
き
い

た
め
に
、

地
方
問
屋
か
ら
の

送
り
荷
を
い

く
つ

か
合
同
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
こ

と
と
、

外
商
の

望
む
品
質
の

製
茶
に

す
る
た
め
に

は
数
種
の

製
茶
を
配
合
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、

製
茶
売
込
商
は
、

組
合
せ

を
お
こ

な

う
。

製
茶
売
込
商
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、

コ

ン

ク
リ
ー
ト
の

床
を
も
つ

製
茶
組
合
所
を
持
ち
、

配
合
す
べ

き
製
茶
を
層
を
つ

く
り
な
が
ら
積
み
重
ね
、

端

か
ら
切
り
崩
し
な
が
ら
混
合
す
る
。

こ

の

組
合
せ
、

つ

ま
り
ブ
レ

ン

ド
の

技
術
に

よ
っ

て
、

製
茶
売
込
商
は
、

下
級
茶
を
格
上
げ
さ
せ
る
こ

と
も
で

き
る
わ
け
で
、

技
術
の

良
否
、

ブ
レ

ン

ド
の

手
腕
が
、

売
込
み
の

成
否
に

か
か
わ
っ

た
の
で

あ
る
。
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ま
た
、

売
込
商
仲
間
の

間
で
の

製
茶
売
買
が
広
く
お
こ

な
わ
れ
て
い

た
の

も
、

生
糸
商
と
異
な
る
点
で

あ
る
。

製
茶
売
込
商
間
の

取
引
は
、

才
取

と
呼
ば
れ
る
仲
次
人
に

よ
っ

て

媒
介
さ
れ
、

一

五
日
以
内
に

代
金
を
支
払
う
現
物
取
引
で

あ
っ

た
。

仲
間
取
引
は
、

短
期
間
に

巨
大
な
利
益
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
る
の

で
、

売
込
商
の

業
務
の

な
か
で

も
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い

た
と
い

わ
れ
る
。

こ

の

ほ
か
、

製
茶
輸
出
が
、

横
浜
独
占
で

は

な
か
っ

た
関
係
も
あ
っ

て
、

送
荷
し
た
荷
主
が
、

市
況
に

応
じ
て
、

東
京
・

神
戸
な
ど
他
の

市
場
に

売
り
先
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
、

送
り
荷
の

転
送
が
し
ば
し
ば
お
こ

な
わ
れ
た
。

生
糸
商
が
前
貸
金
融
な
ど
で

地
方
荷
主
と
強
く
結
合
し
て
い

た
の

と
は
対
照
的
で

あ
る
。

製
茶
の

直
輸
出
は
、

横
浜
の

日

本
製
茶
株
式
会
社
、

神
戸
の

関
西
貿
易
合
資
会
社
な
ど
に

よ
っ

て
お
こ

な
わ
れ
て
い

た
が
、

直
輸
出
が
伸
長
す
る

の

は
一

八
九
九
年
に

清
水
港
が
開
港
さ
れ
て
以
後
で

あ
る
。

こ

れ
と
同
時
に
、

製
茶
貿
易
に

お
け
る
横
浜
の

地
位
は
急
速
に

低
下
す
る
こ

と
に

な
る

が
、

こ

の

点
は
、

次
項
で

述
べ

る
。

陶
磁
器
の

横
浜
か
ら
の

輸
出
も
、

は
じ
め
は
、

売
込
商
か
ら
輸
出
商
へ

と
い

う
経
路
が
主
流
で

あ
っ

た
。

陶
磁
器
売
込
商
の

な
か
で

は
、

生
産
地

に

支
店
ま
た
は
本
店
を
置
い

て
、

自
家
生
産
品
ま
た
は
自
家
仕
入
品
を
、

外
国
商
館
に

売
り
込
む
と
い

う
商
店
が
多
く
、

地
方
荷
主
か
ら
委
託
を
受

け
て

売
り
込
む
と
い

う
か
た
ち
は
、

き
わ
め
て

少
な
か
っ

た
。

日
用
品
陶
磁
器
の

場
合
は
、

形
状
と
図
柄
が
外
国
需
要
者
の

嗜
好
に

合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

か
ら
、

外
国
商
館
が
指
示
し
た
デ
ザ
イ
ン

の

商
品
を
、

国
内
で

生
産
す
る
方
式
が
主
流
と
な
り
、

生
糸
・

製
茶
の

場
合
と
は
異
な
っ

た
流

通
機
構
が
つ

く
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

陶
磁
器
売
込
商
の

活
動
を
、

明
治
三

十
三

年
の

東
京
高
商
学
生
調
査
報
告
書
（『
資
料
編
』18

近
代
・

現
代
（8）
二
五

）
で

み
よ
う
。

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

向
け
陶

磁
器
は
、

デ
ザ
イ
ン

の

嗜
好
が
安
定
し
て
い

る
の

で
、

売
込
商
は
、

定
形
的
な
デ
ザ
イ
ン

の

製
品
を
生
産
地
で

あ
ら
か
じ
め
仕
入
れ
て
、

外
商
に

売

り
込
む
場
合
が
多
か
っ

た
。

ア

メ

リ
カ

向
け
は
、

デ
ザ
イ
ン

の

流
行
性
が
強
い

た
め
に
、

ま
ず
外
商
か
ら
注
文
を
受
け
て

か
ら
生
産
者
に

発
注
す
る

場
合
が
多
か
っ

た
。

外
商
か
ら
の

発
注
に

は
、

売
込
商
が
、

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
見
本
を
外
商
に

呈
示
す
る
と
、

外
商
は
取
引
先
に

見
本
を
送
っ
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て

注
文
を
聞
き
、

そ
の

結
果
で
、

売
込
商
に

買
入
れ
注
文
を
出
す
と
い

う
場
合
（
帰
注
文
と
呼
ば
れ
た

）
と
、

取
引
先
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
見
本
に

よ

っ

て
、

外
商
が
売
込
商
に

買
入
れ
注
文
を
出
す
場
合
（
本
国
注
文
と
呼
ば
れ
た

）
と
が
あ
っ

た
。

注
文
を
受
け
た
売
込
商
は
、

注
文
の

形
状
の

陶
磁
器

素
地
を
仕
入
れ
、

注
文
の

図
柄
の

絵
付
け
を
お
こ

な
わ
せ
る
。

素
地
の

形
状
は
定
形
的
な
場
合
が
多
い

の

で
、

売
込
商
は
、

あ
ら
か
じ
め
、

素
地
を

見
込
み
で

仕
入
れ
て

お
き
、

外
商
か
ら
の

受
注
後
た
だ
ち
に

横
浜
周
辺
の

絵
付
加
工

業
者
に

ま
わ
し
て

短
期
日
に

納
入
で

き
る
態
勢
を
と
と
の

え
て

お
く
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

売
込
商
は
注
文
品
が
揃
う
と
、

外
国
商
館
に
搬
入
し
、

拝
見
と
呼
ば
れ
る
検
査
を
受
け
る
。

拝
見
で

は
、

製
品
全
部
に
つ

い

て
、

見
本
品
と
照
合

し
、

寸
法
・

形
状
・

絵
付
け
・

疵
を
チ
ェ

ッ

ク
し
、

不
合
格
品
を
ペ

ケ
と
す
る
検
査
が
お
こ

な
わ
れ
る
。

ペ

ケ
と
し
た
製
品
を
値
引
き
さ
せ
て

買
い

取
る
商
館
も
あ
り
、

過
度
に

き
び
し
い

検
査
に

よ
っ

て
ペ

ケ
を
多
く
す
る
悪
慣
習
も
存
続
し
た
。

代
金
の

支
払
い

は
、

一

－
二

週
間
以
内
が
普
通
で

あ
っ

た
。

な
お
、

横
浜
か
ら
の

陶
磁
器
輸
出
で

は
、

米
国
向
け
を
扱
う
中
国
系
外
商
（
清
商
）
の

活
動
が
盛
ん
で
、

一

九
〇
〇
年
こ

ろ
で
、

外
商
の

取
扱
高
の

約
四
〇
㌫
を
清
商
が
占
め
、

欧
米
系
外
商
が
約
六
〇
㌫
を
取
り
扱
っ

て

い

た
と
い

わ
れ
る
。

陶
磁
器
の

直
輸
出
は
、

森
村
組
の

手
で

開
始

さ
れ
た
こ

と
は
第
二

編
で

述
べ

た
が
、

一

九
〇
九
年
の

横
浜
か
ら
の

陶
磁
器
輸
出
の

う
ち
で

日

本
輸
出
商
の

取
扱
い

分
は
、

約
三

四
㌫
で
、

な
お
外

商
の

取
扱
い

分
が
大
き
か
っ

た
（『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
上
　
三

四
ペ

ー
ジ

）。

直
貿

易

の

拡

大

明
治
後
期
の

外
国
貿
易
に

お
い

て
、

日

本
貿
易
商
に

よ
る
直
貿
易
が
拡
大
し
た
こ

と
は
間
違
い

な
い

事
実
で

あ
る
が
、

そ

れ
を
数

値
に
よ
っ

て

実
証
す
る
こ

と
は
、

資
料
の

制
約
か
ら
し
て

困
難
で

あ
る
。

内
外
商
別
貿
易
取
扱
高
の

全
国
数
値
は
、

第
二

編
で

利

用
し
た
一

九
〇
〇
（
明
治
三

十
三

）
年
ま
で
の

も
の

し
か
得
ら
れ
な
い
。

そ
れ
以
後
は
、

神
戸
税
関
が
調
査
し
た
神
戸
港
貿
易
の

数
値
が
、

公
的
資

料
の

唯
一

の

も
の

で

あ
る
。

そ
れ
に

よ
る
と
、

神
戸
港
輸
出
品
の

日

本
商
取
扱
割
合
は
、

一

九
〇
一

年
で
二

四
・

八
㌫
、

一

九
〇
六
年
で

三

六
・

五

㌫
、

一

九
一

一

年
で
五
一

・

五

㌫
、

一

九
二

〇
年
で

七
〇
・

一

㌫
で

あ
り
、

同
じ
年
次
の

輸
入
品
の

日

本
商
取
扱
割
合
は
、

三

七
・

〇
、

四
六
・

六
、
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六
三
・

八
、

九
〇
・

二

㌫
で

あ
る
（『
日

本
経
済
統
計
総
観

』
二

三

六
ペ

ー
ジ

）。
神
戸
港
の

場
合
に

は
、

明
治
末
に
は
日
本
商
取
扱
高
が
外
商
取
扱
高

を
こ

え
て

い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

横
浜
に
つ

い

て

は
、

同
様
な
資
料
は
得
ら
れ
な
い

が
、

一

九
〇
〇
年
と
一

九
〇
九
年
の

数
値
が
推
計
さ
れ
て

い

る（『
横
浜
市
史

』
第
四
巻
上

三

四
ペ

ー
ジ

）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

横
浜
輸
出
品
の

日

本
商
取
扱
割
合
は
、

一

九
〇
〇
年
の
二

三
・

二

㌫
か
ら
、

一

九
〇
九
年
に

は
、

四
一

・

四
㌫
に

増
え
、

横
浜
輸
入
品
の

日

本
商
取
扱
割
合
は
、

同
じ
年
間
に
、

二

八
・

六
㌫
か
ら
四
五
・

三

㌫
に

拡
大
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

直
貿
易
の

拡
大
は
、

か

な
り
急
速
に

進
ん
だ
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一

九
〇
九
年
の

数
値
に

は
、

商
品
ご
と
の

内
外
商
取
扱
高
が
示
さ
れ
て

い

る
。

輸
出
品
で
は
、

生
糸

の

日

本
商
取
扱
割
合
が
四
七
㌫
と
高
く
、

羽
二

重
も
三

九
・

七
㌫
、

絹
ハ

ン

カ
チ
ー
フ

は
二

七
・

二

㌫
で
、

銅
は
一

七
・

六
㌫
、

製
茶
は
一

〇
・

四

㌫
と
な
っ

て
い

る（
同
上
書

三

六
ペ

ー
ジ

）。
輸
入
品
で
は
、

油
粕
と
米
の

日
本
商
取
扱
割
合
が
、

九
〇
㌫
を
こ

え
、

砂
糖
は
八
五
・

九
㌫
、

繰
綿
は

五
五
・

九
㌫
と
高
く
、

羊
毛
は
四
六
・

五
㌫
、

機
械
類
は
四
五
・

三

㌫
、

鉄
類
は
四
〇
・

二

㌫
、

毛
織
物
は
三

六
・

八
㌫
、

綿
織
物
は
一

三
・

一

㌫

な
ど
と
な
っ

て

い

る
（
同
上
書

三

六
ペ

ー
ジ

）。

商
品
に

よ
っ

て
日
本
商
の

取
扱
割
合
は
異
な
る
が
、

明
治
末
期
に

は
、

い

わ
ゆ
る
商
権
回
復
の

課
題
は
お
お
む
ね
実
現
さ
れ
た
と
い

う
こ

と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

二

　
明
治
後
期
の

輸
出
入
動
向

輸

出

品

の

構

成

一

八
九
七
（
明
治
三

十

）
年
か
ら
一

九
一

一

（
明
治
四
十
四

）
年
ま
で
の

期
間
の

横
浜
か
ら
の

輸
出
の

主
要
品
別
構
成
を
み
る
と
、

表
三
－

五
六
の

と
お
り
で

あ
る
。

生
糸
・

絹
織
物
が
輸
出
品
の

第
一

、

二

位
を
占
め
る
と
い

う
、

一

八
九
〇
年
代
に

確
立
し
た
輸
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出
構
成
が
、

こ

の

時
期
に

も
続
い

て
い

る
。

綿
糸
・

綿
織
物
の

構

成
比
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、

日

本
の

代
表
的
輸
出
品
で

あ
る

綿
業

製
品
も
横
浜
貿
易
に
お
い

て

は
低
い

地
位
を
占
め
る

に

す
ぎ

な

い
。

製
茶
の

横
浜
輸
出
に

占
め
る
割
合
は
、

こ

の

期
間
に
大
幅
に
低

下
し
、

一

九
〇
〇
年
代
後
半
に

は
、

銅
の

輸
出
を
下
回
る
状
態
に

な
っ

た
。

日

本
の

製
茶
輸
出
が
、

イ
ン

ド
・

セ

イ
ロ

ン

産
の

製
茶

に
お
さ
れ
て

伸
び
悩
む
な
か
で
、

一

八
九
九
年
に

清
水
港
が
開
港

さ
れ
て
、

清
水
港
か
ら
の

製
茶
輸
出
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
が
、

横

浜
の

製
茶
輸
出
を
減
少
さ
せ
た
の

で

あ
る
。

一

八
九
七
年
に

は
、

約
二

七
〇
〇
万
ポ
ン

ド
の

製
茶
が
横
浜
か
ら
輸
出
さ

れ

て

い

た

が
、

一

九
〇
六
年
以
降
急
減
し
は
じ
め
て
、

一

九
一

一

年
に

は
、

約
九
〇
〇
万
ポ
ン

ド
に

減
少
し
た
。

清
水
港
か
ら
の

製
茶
輸
出

は
、

一

九
〇
五

年
に

静
岡
市
に

静
岡
製
茶
再
製
所
が
設
け
ら
れ
、

一

九
〇
六
年
に
北
米
航
路
の

往
航
船
の

清
水
港
寄
港
が
開
始
さ
れ

て

か
ら
、

急
増
し
、

一

九
〇
九
年
に

は
、

横
浜
輸
出
を
追
い

越
し

て
、

以
後
、

清
水
港
は
製
茶
の

第
一

輸
出
港
と
な
っ

た
（『
日

本
茶

表3－56　横浜主要輸出品（1897－1911年）

注　『大日本外国貿易年表』の数値。「水産物」の1897年は，昆布・あわび・するめ3品の合計。
総額は1000円位で4捨5入。「その他」は表出数値の残差として計算した。『横浜市史』資料
編2　79－81，85，87，88，90，93，96，97，103，104ページによる。
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輸
出
百
年
史

』二
〇
四
－
二

〇
六
ペ

ー
ジ

）。
一

九
一

一

年
の

清
水
港
製
茶
輸
出
は
、

約
二

三

四
〇
万
ポ
ン

ド
で
、

横
浜
輸
出
の

約
二
・

六

倍
と

な
っ

た
。

清
水
開
港
後
、

横
浜
の

製
茶
売
込
商
や
外
国
商
館
が
、

清
水
や
静
岡
に

移
転
し
た
り
、

支
店
・

出
張
所
を
設
け
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ

た
。

横
浜

の

日

本
製
茶
株
式
会
社
も
一

九
〇
六
年
の

再
製
工

場
火
災
の

の

ち
に
は
、

静
岡
に
工

場
を
再
建
し
た
。

製
茶
輸
出
に

お
い

て

横
浜
が
果
た
し
て

き
た

重
要
な
役
割
は
、

一

九
〇
〇
年
代
中
ご

ろ
で

ほ
ぼ
終
わ
っ

た
と
い
っ

て
よ
い

だ
ろ
う
。

銅
輸
出
は
、

横
浜
輸
出
の

三

－
四
㌫
を
占
め
て
お
り
、

銅
は
、

明
治
末
期
に

は
、

生
糸
・

絹
織
物
に

次
ぐ
重
要
輸
出
品
で

あ
っ

た
。

一

八
九
七
年

の

横
浜
か
ら
の

銅
輸
出
額
は
、

約
一

一

三

六
万
斤
、

二

六
九
万
円
で

あ
っ

た
が
、

一

九
一

一

年
に

は
、

二
一

五

〇
万
斤
、

七
七
五

万
円
と
数
量
で
は

一

・

九
倍
、

価
額
で
は
二
・

九
倍
に

拡
大
し
た
。

も
っ

と
も
、

横
浜
の

銅
輸
出
額
は
、

一

八
九
七
年
こ

ろ
に
は
全
国
の

銅
輸
出
額
の

四
五

㌫
程
度
で

あ
っ

た
が
、

日

露
戦
争
後
に
シ

ェ

ア

は
縮
小
し
、

一

九
一

一

年
に

は
三

八
㌫
と
な
っ

て
い

る
。

漆
器
と
陶
磁
器
の

輸
出
は
、

一

八
九
七
年
か
ら
一

九
一

一

年
の

間
に
、

と
も
に

約
一

・

三

倍
に

な
っ

た
が
、

横
浜
輸
出
に

占
め
る
割
合
は
減
少
す

る
傾
向
を
示
し
た
。

全
国
輸
出
に

占
め
る
横
浜
輸
出
の

割
合
は
、

漆
器
は
、

一

八
九
七
年
が
約
七
七
㌫
、

一

九
一

一

年
が
約
六
六
㌫
と
、

高
い

数
値

を
示
し
て

い

る
の

に
た
い

し
て
、

陶
磁
器
は
、

一

八
九
七
年
で

約
三
一

㌫
、

一

九
一

一

年
で

約
一

三

㌫
と
な
っ

て
い

る
。

水
産
物
の

横
浜
輸
出
額
は
、

一

八
九
八
年
の

約
一

二

〇
万
円
か
ら
一

九
一

一

年
に
は
約
三

〇
〇
万
円
に

拡
大
し
た
。

水
産
物
の

全
国
輸
出
額
に

対

す
る
横
浜
輸
出
の

割
合
は
、

一

八
九
八
年
で

約
三

三

㌫
、

一

九
一

一

年
で

約
四
〇
㌫
と
、

か
な
り
高
い

数
値
を
示
し
て
い

る
。

明
治
末
期
に

な
る
、

前
掲
表
三
－

五

六
の

「
そ
の

他

」欄
の

数
値
が
大
き
く
な
っ

て

く
る
が
、

「
そ
の

他

」欄
に

含
ま
れ
る
も
の

と
し
て

は
、

生

糸
以
外
の

蚕
糸
類（
熨
斗
糸
・

屑
糸
な
ど

）・
砂
糖
・

魚
油
・

テ
ー
ブ
ル

ク
ロ

ス
・

紙
類
・

真
田（
経
木
真
田

）・
百
合
根
な
ど
が
、

比
較
的
価
額
が
大

き
い

輸
出
品
で

あ
る
。
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生
糸
・

絹
織

物

の

輸
出

横
浜
生
糸
輸
出
の

動
向
を
図
示
す
る
と
、

図
三
－

七
の

と
お

り
で

あ
る
。

価
額
・

数
量
と
も
に
、

変
動
は
か
な
り
激
し
い

が
、

大
勢
で
は
急
速
な
増
加
傾
向
を
示
し
て

い

る
。

一

八
九
六
年
か
ら
一

九
一

一

年
ま
で

の
一

五

年
間
で
、

横
浜
の

生
糸
輸
出
量
は
、

三

九
二

万
斤
か
ら
一

四

四
六
万
斤
へ

と
約
三
・

七
倍
、

輸
出
額
は
二

八
八
三

万
円
か
ら
一

億
二

八
八
八

万
円
へ

と
約
四
・

五

倍
に

拡
大
し
て
い

る
。

生
糸
輸
出
は
、

横
浜
が
ほ
ぼ
一

〇

〇
㌫
担
当
し
て
い

る
か
ら
、

全
国
輸
出
の

動
向
は
同
一

で

あ
る
。

生
糸
輸
出
相
手
国
は
、

ア

メ

リ
カ
・

フ

ラ
ン

ス

・

イ
タ
リ
ア
・

イ
ギ
リ
ス

・

ロ

シ

ア

な
ど
で
、

一

八
九
七
年
の

輸
出
価
額
の

相
手
国
別
構
成
比
は
、

ア

メ

リ

カ
五
八
、

フ

ラ

ン

ス

三

六
、

イ
タ
リ
ア

四
、

イ
ギ
リ
ス

〇
・

四
、

一

九
一

一

年
に

は
、

ア

メ

リ
カ

七
〇
、

フ

ラ
ン

ス
一

六
、

イ
タ
リ
ア
一

一

、

ロ

シ

ア

二
、

イ
ギ
リ
ス

〇
・

三
で

あ
る（『
横
浜
市
史
』
資
料
編
二

一

六
五
ペ

ー
ジ

）。
ア

メ

リ
カ

向
け
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、

生
糸
輸
出
は
、

ア

メ

リ
カ

市
場
の

動
向
に

左
右
さ
れ
る
状
態
に

あ
っ

た
。

ア

メ

リ
カ
の

生
糸
輸
入
量
は
、

一

八
九
七
年
の
一

〇
〇
五

万
ポ
ン

ド

か
ら
一

九
一

一

年
に

は
二

二

三

八
万
ポ
ン

ド
へ

と
約
二
・

二

倍
に

拡
大
し
た

が
、

そ
の

う
ち
で
、

日

本
か
ら
の

輸
入
が
占
め
る
割
合
は
、

五
三

㌫
か
ら
六
二

㌫
に

増
え
て

い

る
（『
横
浜
市
史
』
第
四
巻
上
一

一

六
ペ

ー
ジ
、

第
五
六

表
）。
日

本
か
ら
の

輸
出
生
糸
は
、

た
ん
に

量
的
に
シ

ェ

ア

を
拡
大
し
た
ば
か
り
で

な
く
、

質
的
に

も
優
等
糸
の

市
場
を
イ
タ
リ
ア

糸
と
の

競
争
の

な
か
で

拡
大
さ
せ
た
。

絹
織
物
の

緯
糸
と
し
て

用
い

ら
れ
る
普
通
糸
か
ら
、

経
糸
用
の

優
等
糸
の

輸
出
へ

と
質
的
に

高
度
化
し
た
こ

と
は
、

輸
出
生

糸
の

単
価
を
引
き
上
げ
て

生
糸
の

外
貨
獲
得
力
を
い
っ

そ
う
強
化
さ
せ
た
の

で

あ
る
。
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